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大熊 伊宗・千石 昂 
要 旨 
筆者らは、2016 年春学期に SEND（Student Exchange Nippon Discovery）プログ
ラム 1 でタイのタマサート大学に派遣され、タマサート大学教養学部日本語学科におい







SEND JFL ニーズ 会話活動 
 
1．はじめに 
筆者らは、2016 年の夏に SEND プログラムでタイのタマサート大学に派遣され、13 日
間にわたり同大学教養学部日本語学科で日本語教育実践を行った。派遣先で筆者らが行っ
た活動は、文法、日本文化事情、現地の大学院生との交流、課外活動など多岐にわたる。










企画の段階では、放課後の 90 分の空き時間を利用し、20 名ほどの参加者を想定して準
備を進めた。活動計画をまとめた後、筆者らが作成したポスター（図 1）と、現地の先生
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方、バディ 4 の協力のもと、参加者の募集を行った。主な対象者は、日本語レベルを問わ
ず同大学の 2 年生または 3 年生とし 5、事前に連絡を取り合っていたバディには、直接参
加を依頼した。 






の希望に合わせ、2 日に分けて行うこととなった。1 日目は 7 名の参加者を対象に、2 日目
は 54 名の参加者を対象に、ともに 90 分の活動となった。参加希望者の授業スケジュール




表 1 参加者人数とその内訳 
 1 日目 2 日目 
参加者数 7 名 54 名 
参加者の内訳 
2 年生 3 名 
3 年生 2 名 
バディ 2 名 
*全員副専攻 
1 年生 23 名 
2 年生 26 名 
3 年生 2 名 
バディ 2 名 
*うち副専攻 6 名 
活動時間 90 分 90 分 





















































































































 1 SEND プログラムについては、宮崎・川上（2015）を参照されたい。 




 3 SEND プログラムの一環として履修が義務付けられている「海外実践 A」では、派遣前教育の一
つとして過去の派遣学生からの報告が取り入れられている。詳細は鈴木（2015）を参照されたい。 





習問わず、大学での学習歴が 1 年以上の学生（つまり、2 年生以上）を主な募集対象とした。 
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